
安曇野ふるさと遺産 市民参加ワークショップ

2018年8月8日 27名
安曇野市役所

・安曇野市の文化的資源の保存･活用の課題と
解決策を議論

2018年9月5日 18名
穂高会館

・安曇野市の指定文化財の特徴･種類を学習
・文化財指定のない資源で継承の必要性の高

い候補を列挙・整理

2018年10月17日 13名
穂高支所大会議室

・第2回までの議論をもとにふるさと遺産の概
念を整理

・候補を９つ整理し、その価値や物語の構成
要素を整理

2019年１月15日 20名
穂高支所大会議室

・候補の絞込みの議論
・絞り込んだ候補の構成要素、価値、背景の物

語等を出し合い、特徴を把握

安曇野市教育委員会文化課と連携し、市⺠参加ワークショップにより『安曇野ふるさと遺産』の考え方
をまとめ、選定しました。

NPO法人 安曇野ふるさとづくり応援団 【事務局】〒399-8304 安曇野市穂高柏原1132番地2
Tel 0263-81-1325 URL:azumino-furusato.com

屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト 【事務局】〒399-8281⻑野県安曇野市豊科6000番地 安曇野市観光交流促進課
Tel.0263-71-2053 URL:keikan-azumino.net

安曇野屋敷林フォーラム2019

『安曇野ふるさと遺産』の取り組みは、安曇野屋敷林
フォーラムで報告すると共に、認定エリアで活動する市⺠
団体と、今後の連携に向けた協定書を取り交わしました。

人材・つながり 情報発信
資金・財源 活用例・活用策
法制度

＜市内の文化的資源の課題と解決策＞

・現役の要素も含めて、複数の文化的資源の組み合
わせとして維持継承することの重要性

・組み合わせから見出される価値･ストーリーの重要性

＜文化財指定や登録のない資源の特徴と継承の方法＞

・姿形を変えながら今も息づく「現役」の要素であること
が多い。

・安曇野市の文化的資源を今後に継承するために
必要な５つの要素

すでに活用主体や人材が
あり、『新たな視点で価
値付け』をすることで効
果的な情報発信へ。

ふるさと遺産としての価
値を新たに発信すること
で、新たな制度構築や資
⾦源確保の取り組みにつ
なげていく

安曇野らしい多様な要素を
含む文化資源のまとまりを
「ふるさと遺産」候補とし
て抽出。

このような状況を踏まえ、安曇野流の文化的資源を継承するためのしくみとするべく
「安曇野ふるさと遺産」の取り組みの展開を具体化しました。

取り組み概念図

安曇野ふるさと遺産とは？

安曇野には法に基づく文化財には指定されていな
いものの、「暮らし」に根付いて脈々と受け継がれ
てきた文化をを継承する文化的資源（歴史文化景観
遺産）がたくさんあります。NPO法人安曇野ふるさ
と応援団では、2007年から開催している「ふるさ
とウォッチング」を通して、地域の歴史文化景観遺
産の再発⾒に努めてきました。「安曇野ふるさと遺
産」とは、失われつつあるこうした歴史文化景観遺
産をNPO法人安曇野ふるさと応援団が認定し、協働
で継承していく新たなしくみです。

「安曇野ふるさと遺産」の認定により、認定エリ
アで景観育成活動を⾏っている市⺠団体と協定を締
結し、⻑野県安曇野市・地域住⺠等とも連携して、
調査研究・保全活用・広報啓発等を⾏っていきます。

着眼点

【2018年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業】

活動主体のある文化財群を『ふるさと遺産』として認定支援

安曇野さんぽ



千国街道・穂高のまちなみ
塩の道の街道筋のまちの暮らしの変化を今に伝える

項目 内容

環境の土台 ○市内西側の扇状地の末端に広がる緩やかな地形
○千国街道沿いの主要な宿場のひとつ

物語の
構成要素

○枡形・十王堂
・宿場のまちを伝える名残

○道祖神等の石造物
・昔の街のなかで昔から続く信仰

○町屋建築
・宿場の痕跡を伝える建物

○見世蔵・看板建築
・明治以降の近代化を伝える建物

○狐小路
・明治～昭和初期まで多くの人が訪れた歓楽街の名残

○多くの偉人たちをはぐくんだまち
・松沢求策、井口喜源治、小川大系 他

○火の見櫓
・黒部ダム建設の生き証人

産業の関
係・課題等

○個々の店舗の連携等を通じて活性化を推進
○市街地の環境の変化のスピードが速く古いものが厄介
者扱いの傾向

市民活動
等の内容

○旧保高宿今後のまちづくりに向けた提言
○安曇野まちなかカレッジ
○穂高あめ市 ○穂高七夕 等

十王堂

旧穂高町の旧国道沿いはかつての千国街道の宿場「保高宿」で、文化庁の調査報告書※にも取り上げられています。明治時代以
降の鉄道網の発達や⾃動⾞交通の発達で、宿場の雰囲気は失われつつありますが、旧穂高町の中⼼地として、江⼾末期〜明治〜⼤
正〜昭和〜平成までの様々な時代のまちの構成要素が⼊り混じった特⾊ある空間になっています。その特⾊をまちづくりや活性化
の活動に活かしていくことが⼤切です。

南の枡形の石造物群

⽕の⾒櫓

まちなか

⼤正ロマンを感じる建築

街道北側からの町並み

旧若松屋 ※ 中央日本塩の道地域連携整備計画調査文化調査報告書
別冊 歴史的町並み・集落等の分布調査編（2001年）

項目 内容

環境の土台 ○フォッサマグナの東側に隆起した複雑な地形
○海底の堆積物由来の肥沃な土壌、すべりやすい地形

物語の
構成要素

○お堂・岩場と山道
・修験者たちの信仰の文化･定住の原点

○多数の山城
・中世豪族の勢力図の物語

○肥沃な土地条件が生み出した様々な恵み
・たばこ、綿羊、養蚕（の痕跡）＝過去の生活の糧
・潮沢に69ha存在したといわれるたばこ畑

○岩州山（潮沢峰通り）
・江戸期の善光寺道の裏街道
・人馬での物流が主流の時代に栄えた山間集落群
･犀川通船から接続させて山間部へ物を運ぶルート

○篠ノ井線廃線敷・レンガ造の鉄道土木遺産
・明治期の篠ノ井線誘致を推進できた財力、政治力
・明治期の近代遺産であるレンガ造のトンネル

産業の関
係・課題等

○高速交通網の発達とともに衰退
○里山の人口減少による担い手不足

市民活動
等の内容

○安曇野市環境行動計画 歩いて楽しいまちづくり
○廃線敷ウォーク
○風神祭り（柏尾集落） 等

里山

明科地域の北東部に位置する潮沢地区は、篠ノ井線廃線敷のある地区として知られていますが、市内で人⼝減少が顕著な地域の
ひとつ。⾃動⾞交通が発達する以前は、⼭々からの恵みを活かし、⻑野と松本を結ぶ⼭道を通じて人⾺の移動が盛んで、まさに交
通の要衝となる⼭間集落でした。そこには多様な営みと人々の暮らしの物語があり、現在もその痕跡や名残が各所に⾒られます。

風神祭り

岩州山（岩州公園）

信州の交通の変遷史が刻み込まれた多様な道筋と⾥⼭の恵みを活かした暮らし･文化

潮沢の交通遺産と東⼭集落の暮らし

地蔵堂(名九鬼）

漆久保トンネル

岩州の岩場

廃線敷 トンネルとキロポスト

協定団体：潮沢ロマンの会

協定団体：安曇野まちなかにぎわいプロジェクト

指定や登録の対
象となっていな
い文化的資源

候補選定条件

資源名 特徴

○文化資源単体ではなく複合的な要素
の組み合わせ

○現役で稼動･機能している資源、あ
るいはすでに往時の機能や利用は
消失しているものの別のスタイル
でよみがえっている（または蘇ろ
うとしている）資源。
例）市⺠や地域との関わりがある

幅広い活用がある 等

関連する要素の組み
合わせにより多様な
価値が生まれるまと
まり

■安曇野に息づく文化や暮らしとか
かわりの深い資源で、現在も往
時の雰囲気や名残があり、かつ
下記の条件を満たすもの。

認定対象の整理・絞込み

○候補となったまとまりそれぞれについて、
特徴的な構成要素とそこから導かれるス
トーリー、産業や生産活用、市⺠活動の内
容などを整理。

○認定にあたっては、市⺠活動の主体性と構
成要素消失のリスク（緊急性）の2点、か
ら検討。

安曇野ふるさと遺産 選定の流れ
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＜市民参加ワークショップによる具体化＞

第１回 第２回 第３回 第４回

⻑尾･野沢の屋敷林と⽥園集落
先人たちがつくりあげてきた生産環境と蚕種生産がもたらした豊かな実り

項目 内容

環境の土台 ○扇状地の扇央部で礫も多い荒れた土地ではあるが、
梓川などの縦堰に沿って生まれてきた集落･生産の場

○種をつくる“桑”～原種に近いクワ（標高600～800ｍ）の適地

物語
構成要素

○荘園（住吉荘）が存在した地域
・縦堰沿いに集落と耕作環境が発達
・古くから実りの豊かな土地と集落が存在

○人名のついた堰の多さ
・江戸以降、先人たちの苦労により横堰が発達

○蚕種生産とその潤いの名残
・明治期～昭和初期までの大きな糧、収入源
・富を蓄えた人々が大きな家屋を建立または移築
（野沢に移築された本棟造15棟・温銀行の金庫だった蔵等）

・三味線を使ったお囃子が残る（野沢地区）
○豊かな実りにあわせて発達してきた屋敷林・本棟造
・植栽：南からの季節風を防ぎ暮らしの糧も生んだ緑

実のなる木、用材も植え込んで「使える森」
蚕種生産では温度管理にも間接的に貢献

・本棟造：土地の恵みから得られた豊かさや権力の証

産業の関
係・課題等

○養蚕から稲作･果樹栽培への変化
○屋敷林の役割の変化と後継者不足

市民活動
等の内容

○屋敷林見学会
○落ち葉拾いボランティア 等

三郷地域の南部に位置する⻑尾地区には市内最⼤級の屋敷林（松岡家）があり、隣接する野沢地区は文化庁の調査報告書※にも
取り上げられており、緑に囲まれた集落がみられます。これらは、古代から⻑い期間をかけて先人たちが築き上げてきた⼟地から
の実りがもたらした証ですが、その背景には⼟地条件や環境、農業生産も深く関わっています。屋敷のまわりの緑の利用が減った
今、その物語も含めて継承していく活動が重要です。

田園

野沢の屋敷林の景観

下⻑尾の屋敷林の景観

温銀⾏の⾦庫だった蔵

春の堰の流れ

緑豊かな集落景観

屋敷林サポーターの落ち葉拾い

協定団体：屋敷林と歴史的まちなみプロジェクト

参考図：ふるさと遺産候補 位置･エリア表示図
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